 　　みさと第四住宅自主防災会　　　　　　　　　　　　第七回 防災訓練実施要項 　　　　　　　　　　               　　　　（１５．１０．１９）
	時 程
	  訓 練 項 目
	 訓練内容と次第
	   　行　動　の　仕　方
	  担　　 当
	            　備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考

	 9:05
 9:10
	a情報伝達訓練
	(1)火災発生
（想定○棟〇室）
(2)発災通報
	○本部員、連絡員集合
　○消防署へ通報 ー 〈１１９〉
 （携帯TELの時 番号通知が大事）
○住人への通報
   〈非常ﾍﾞﾙ  ﾊﾝﾄﾞﾏｲｸ - ｻｲﾚﾝ〉
	本部員
連絡員
 （生活班）
幹事会
 （理事会）
	○本部設置（事務所前）
 ・テント　・テーブル　・椅子
 ・本部旗　・ハンドマイク　・ヘルメット　・腕章
 ・トランシーバー
 ○「訓練、訓練。火災発生。場所 みさと団地９街区10号棟。〇階が火災。通報者  ○○○○。
　　　電話 ○○○－○○○○です。」 （事務所から）
○「訓練を始めます。“よんかん”の住民の方にお知らせします。地震は収まりま
　　したが○号棟から火災が発生しました。 “よんかん”の住民は、直ちに避難し
　　てください。」（東西南北　各側から知らせる。）

	 9:15
	b避難訓練①
情報収集訓練
	(3)避難開始
(4)集結、点呼
	○住民行動開始
○第一次避難場所へ集結
	連絡員（生活班）
	

	
	
	
	
	
	《1》1.各戸全員ドア前に出たら、ドアノブに白布（ハンカチ、タオル何でもよい）〈避難完了の印〉
  　 2.もし、お向かいさんが出てこない時、ドアを叩き、非常事態を知らせる行動をする
                            　　　　消火器をはずす（黄色のピンを抜かないように）
《2》お向かいさん同士そろったら
                             　　　  取り外した消火器を取り付ける
《3》《1》《2》の行動後、避難開始（階段室から → 第一次避難所へ）
《4》ピロティから　7号棟…キャリーマット 毛布担架
                                              　　　　を使って搬送訓練
 　　　　　　　　  10号棟…車椅子　担架　
	

	
	
	
	
	
	○ 班毎に集結（班の標示旗の下に）― 連絡員の指示に従って集まる。

	 9:50
	○（開会式）
	
	○本部長挨拶
○防災対策室挨拶
○“よんかん”の防災について
（○発災通報模擬訓練）
	中川本部長
対策室
本部員
	（○119番通報の仕方を模擬的に実演 ）

	10:10
	c
初期消火訓練
	(5)初期消火訓練
　バケツリレーに
　よる消火訓練
	  ― 移動 ―
○２列になってバケツリレー。
  火元の消火。
	本部員指示
全住民
	○（バケツ）（1000�入り水槽）※この訓練は、物資を大勢で搬送するときにも役立
　　　　　　　　　　　　　　　 つことを考えています。

	10:20
	d
救出訓練
	(6)担架 車椅子等
　 によるけが人
　 の搬送体験
	  ― 移動 ―
○2班毎で組んで行う。
	全住民（班毎）
	

	
	
	
	
	
	○ 担架　簡易担架　キャリーマット　車椅子の4種の用具に馴れることをねらい
　 とし、代わり合って体験していただきます。
	

	
	
	
	
	
	

	11:00
	避難訓練②
	(7)隔壁板を破っ
　 て避難
	○代表者演示（3名）
	住民（本部員）
	

	
	
	
	
	
	○隔壁板を破る要領を実際を見て、心得て頂きます。
	

	
	
	
	
	
	

	11:30
12:00
	e給食給水訓練
○（閉会式）
○片づけ
	(8)備蓄食料試食
   豚汁づくり
	 ― 移動 ― （７号棟西側）
○備蓄食料（アルファ米炊き）
○豚汁づくり
◆食事中に行う。（対策室挨拶を含む）
◆食事後、後かたづけする。
	生活班
本部員
（対策室）
	○100食分　アルファ米炊飯　○豚汁づくり
○参加者試食
（○食事の終わり頃を見はからって進める。）
○当日指示を出します。

	
	
	内と       部分　→　今回の重点訓練項目                                                                                               　　　　　　　　（広報配布用）

	
	
	


